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６
月
25
日（
火
）五
穀
豊
穣
と
島
の

繁
栄
を
祈
願
す
る
ス
ツ
ウ
プ
ナ
カ
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

予
算
会
か
ら
祭
り
に
向
け
て
、
ブ

シ
ャ
座
は
御
神
酒
を
造
り
、
海
人
座

は
漁
を
行
う
な
ど
、
長
瀬
川
宗
根

（
ナ
ガ
シ
ガ
ー
シ
ュ
ニ
）、
札
屋
宗
根

（
フ
ダ
ヤ
ー
シ
ュ
ニ
）、
南
宗
根（
パ

イ
シ
ュ
ニ
）、
新
池
宗
根（
ア
レ
ー
キ

シ
ュ
ニ
）の
４
つ
の
宗
根
で
は
各
座

が
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　

25
日
の
正
午
か
ら
ツ
カ
サ
ら
招
待

客
は
ナ
ガ
シ
ガ
ー
を
皮
切
り
に
、
4

つ
の
祭
場
を
順
番
に
回
り
、
ヤ
ッ
カ

ヤ
ッ
カ
の
は
や
し
で
御
神
酒
を
回
し

飲
み
し
豊
作
を
祈
願
し
た
。
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産業経済課地域おこし協力隊の塚本
です。この度、多良間島の特産品で
ある黒糖を使った新商品「黒糖ジェ
ラート」と「たらま黒糖あめ」を4月
25日より多良間村内限定にて販売
開始しました。

多良間島オリジナル

「黒糖ジェ
ラート」&

「たらま黒
糖あめ」

  新発売！

令和元年7月1日
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　5月10日の「黒糖の日」に、那覇メインプレイスで実施され
たイベントにて、ＰＲ販売をしました。
　当日は、お客さんも大勢来場され、当初、黒糖ジェラート
を150個用意していましたが、おかげさまで午後には完売し、
急遽50個追加しましたが、追加分もイベント終了1時間前に
は完売しました。また、黒糖あめも30個以上売れ、ＲＢＣラ
ジオの生放送で多良間島のオリジナル商品をＰＲ出来ました。

　村内の店舗での販売も、1ヶ月で黒糖ジェラート1000個、黒糖あめ350袋が完売しました。予想以
上の売れ行きに感謝します。今後とも宜しくお願いします。

　多良間島産の濃厚でミネラル豊富な黒糖を使用してお
り、すべての原料の内、多良間の黒糖が１７％も含まれ
ています。
　仕上げにも粉黒糖を入れ、粒のような見た目と黒糖感
にこだわりました。沖縄県産の生乳を使用し、濃厚な黒
糖味と後味はさっぱりしてヘルシーです。
　パッケージは多良間島の中学生がデザインした、かわ
いらしいパッケージになっています。

　多良間島産の黒糖を使用した、風味豊かで甘さ控えめの味
に仕上がっています。
  「たらま」の文字もかわいらしく、着色料なし、無添加の手
作りの黒糖あめです。
　お土産にも嬉しい1粒ずつの個包装となっております

「黒糖ジェラート」

「たらま黒糖あめ」
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エコファーマー再認定

令和元年7月1日

（5）

　

令
和
元
年
6
月
14
日
、
沖
縄
県
庁
に
お
い

て
、
多
良
間
村
さ
と
う
き
び
農
家
島
ご
と
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
再
認
定
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
る
以
前
、

多
良
間
村
の
一
部
地
域
の
地
下
水
は
、
硝
酸

態
窒
素
と
亜
硝
酸
態
窒
素
が
環
境
基
準
を
超

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

多
良
間
村
で
は
生
活
用
水
を
地
下
水
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
質
改
善
は
村
の
重

要
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
7
月
に
、

「
多
良
間
村
黒
糖（
含
蜜
糖
）エ
コ
生
産
推
進

協
議
会
」が
発
足
。
本
協
議
会
に
お
い
て
、
さ

と
う
き
び
作
の
化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農

薬
の
3
割
減
を
目
指
し
、
さ
と
う
き
び
農
家

全
体
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
の
取
得
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

26
年
6
月
に
２
５
２
戸
の
さ
と
う
き
び
農
家

が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
認
定
を
受
け
る

に
至
り
、
認
定
後
は
地
下
水
質
の
基
準
値
超

え
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
改
善

効
果
は
着
実
に
現
れ
て
お
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
あ
た
り
、
長
嶺
県
農
林

水
産
部
長
は「
さ
と
う
き
び
農
家
全
体
が
環

境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
他

に
例
が
な
く
、
水
質
改
善
や
黒
糖
の
有
利
販

売
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
エ
コ
黒

糖
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
良
皆
村
長
か
ら「
農
家
の
皆
様
が

こ
の
取
り
組
み
に
認
識
を
深
め
実
践
出
来
た

こ
と
が
大
き
な
成
果
に
繋
が
っ
た
。
多
良
間

産
黒
糖
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、
知
名

度
ア
ッ
プ
、
観
光
に
も
寄
与
で
き
、
村
の
発

展
に
も
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」、
高
江

洲
組
合
長
か
ら
も「
多
良
間
産
黒
糖
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
の
た
め
、
生
産
農
家
や
関
係
機
関

と
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く
。」と
述
べ
、
今

後
の
多
良
間
産
黒
糖
の
さ
ら
な
る
発
展
、
村

の
振
興
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
大
き
な

期
待
と
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
強
化
に
努

め
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

こ
の
度
の
再
認
定
に
よ
り
、
各
農
家
が
さ

ら
な
る
目
標
に
向
け
て
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
さ
と
う
き
び
生
産
農
家
の

皆
様
に
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
再
認
定
の
重

要
性
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
経
済
課　

担
当　
　

知
念　

優
太
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「日本で最も美しい村」
九州ブロック町村紹介

美しい村を探す
～九州・沖縄～

長崎県小値賀町（おぢかちょう）

　小値賀町は、長崎県五島列島の北端部に
位置する外海離島で、小値賀本島を中心に
大小17の島で構成される火山活動によって
生じた珍しい群島です。総面積は25.52k㎡
で、島嶼部でありながら地形は平坦であり、
複雑な海岸線が織りなす美しい自然環境に
恵まれ、島のほとんどが西海国立公園に指

定されています。小値賀本島へのアクセス
は、現在、定期便は船便のみであり、交通
の起点となっている佐世保市までは航路距
離90ｋｍの位置にあり、フェリーと高速船
がそれぞれ1日2往復運航し、所要時間は
フェリーが2時間30分～3時間30分で、高
速船は1時間25分～2時間です。

　地域資源①　 民泊
　民泊での体験内容は、その家庭の生業である農業や漁業に関連
する作業を基本としながら、波止場での魚釣り体験や小値賀の郷
土料理作り、島の周囲に広がる磯場での生き物観察などです。こ
の取り組みで「第4回JTB交流文化賞　最優秀賞」（第1位）、「毎日新
聞社2008グリーンツーリズム大賞（農水省＆国交省関連）優秀賞」

（第2位）、「オーライニッポン大賞グランプリ（内閣総理大臣賞）」（第
1位）、「PTPアメリカ国際親善大使プログラム　世界NO.1表彰」（2
年連続）など、全国規模の表彰を相次いで受賞しました。

　地域資源②　 古民家ステイ
　小値賀島内での旅館や民宿及び前述の民泊とも異なる宿泊形態
として、小値賀町が所有する古い民家を改修し、宿泊施設として
供用している事業が古民家事業です。
　この事業は、東洋文化研究者のアレックス・カー氏が初めて小
値賀町を訪れた際に、「町内に残る古民家を改修することで、新た
な観光資源となる可能性が高い」と語ったことに端を発します。
　現在までに古民家レストラン1棟、古民家ゲストハウス1棟、古
民家ステイ4棟を整備しました。この古民家ステイ及び古民家ゲス
トハウスは小値賀島に点在し、趣も周りの風景も異なっています。
それぞれの建物の歴史やたたずまいを感じ、「暮らすように旅する」
ことができるように1組1棟貸し切りの宿泊形態としています。

　地域資源③　 世界文化遺産「野崎島の集落跡」
　2018年6月29日。中東のバーレーンで行われた世界遺産委員会において、「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」が世界文化遺産に登録されました。構成資産の一つである「野崎島の集落跡」は、潜伏キリ
シタンが信仰の共同体を維持するにあたり、どのような場所を移住先として選んだのかを示す4つの集落の
一つです。
　宿泊施設や海水浴場もあり、夏には大勢の観光客が訪れます。
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観光振興課　 
地域おこし協力隊

友野からの 
お知らせ

令和元年7月1日
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「月や土星などの天体観測をしませんか？」
　多良間のこの素晴らしい星空を多くの方に伝えたいと思
い、星の勉強や星空撮影を試みていたところ、友野の前に
救世主が現れました。
　1人は、多良間の写真を撮り続けられており、一昨年には

東京で「多良間～残したい環境～」と題した写真展を開かれた
“糸賀 正さん”です。ちなみに今月号の‘たらぴんと天の川’の

表紙の写真は、糸賀さんが来島されていた時に撮影してくださっ
たものです。

　来島されている間に、実際に撮影をしながら、星空撮影のポイントや
カメラの設定などを教えていただきました。

　やはり、教えていただく前と後では、大きく違い、ますます星空撮影の面白さや多
良間の星空に魅了されています。
　そして、もう１人というか、１組の救世主。
　星の講習を受けに今年の5月に長野県に行ったのですが、その講習会で知り合った方

とそのお友達が、なんと！！立派な望遠鏡などを、譲ってくださったのです。（下の写真は、その望遠鏡です）
　まだまだ、勉強中で完全に使いこなせているか？？というと、少し怪しいですが・・・先日、この望遠鏡を使っ
て、木星と土星を初めて見ました。土星は輪っかまではっきりと見えて、とても感動しました。
　糸賀さんや望遠鏡などを提供してくださった方々に、本当に感謝なのですが、みなさん「多良間の活性化に繋
がれば・・・」など、多良間のことを思ってご協力をくださっていると感じています。
　ご協力を下さった方々のご厚意に応えられるような活動を行っていきたいと思っています。
　そこでまず、この望遠鏡を使って、天体観測をしませんか？
　私が得た感動を島の皆さんにも味わっていただきたい！！多良間の素晴らし
い星空を実感していただきたい！！
　観望会など大きなことは、まだまだ勉強不足で恐れ多いので、不定期にはな
りますが、少人数で開催をしたいと思っています。
　6月に2回ほど島の方に望遠鏡を使って土星を見てもらったりしたのですが、
みなさん感動されていました♪
　この記事を皆さんが読まれる頃には、すでに何回か開催出来ていると良いの
ですが・・・
　少しでも興味のある方は、観光振興課の友野までぜひ、お声かけくださいね。

　そして、話は変わりますが、みなさん「SDGs（エス・ディー・ジーズ）」ってご存じですか？
　私も正直、お恥ずかしながら去年まで、全くこの言葉自体しりませんでした。
　「SDGs」とは・・・「Sustainable Development Goals（（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年9月の
国連サミットで採択されたもので、国連加盟193か国が2016年～2030年までの15年間で達成するために掲げた
目標です。17のゴールと169のターゲットから構成された世界共通目標なのです。

　なんだか、難しそうな印象を受けますよね。ですが、日本でも積極的に取り組まれており、特に地方における
SDGsの重要性は極めて高く、持続可能な地域社会を築くためにも、SDGsの考え方を取り入れていくことが重

要と言われています。
　SDGsの考え方を自分達の住む地域でどう取り組むのか？どのように
SDGsを学べば良いのか？などを、カードゲームを通して疑似体験できるイ
ベント（ワークショップ）を多良間村で9月頃に開催する方向で進めています。
　詳しくは、次号もしくは別途チラシなどでお知らせする予定です。
　難しく考えずに、自分達の住むこの地域（多良間村）のことを考えるきっか
けとして、ぜひ多くの方にご参加いただきたいと思います。
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求人募集！

令和元年度後期職業訓練生募集

令和2年度
高校育英
貸与奨学生
募集

令和元年7月1日

（8）

職種 年齢 賃金 求人者 就業場所 就業時間 待遇・
福利厚生

対象となる
方・資格

募集
人数

公園美化・
緑化の
ための
清掃

作業員

年齢
不問 800円～ 多良間村役場

（観光振興課）

多良間村内公園内（農村公
園、ふるさと海浜公園、八重
山遠見台公園、多良間村多目
的広場、ミッジ公園、村営グ
ラウンドゴルフ場、宮古市の
森公園、テニスコート周辺、
前泊東屋公衆トイレ周辺）

8時00分～
17時00分

社会保険・
厚生年金・
雇用保険の
適用　あり

運転免許保
持者、刈払
機などを使
用できる方

2名

調理係 年齢
不問 770円～ 多良間村役場

（観光振興課） 夢パティオたらま

朝）5時30分
～9時30分　
夕）15時30分
～20時00　

社会保険・
厚生年金・
雇用保険の
適用　あり

経験者歓迎
（見習い可） 3名

客室係 年齢
不問 770円～ 多良間村役場

（観光振興課） 夢パティオたらま 朝）9時30分
～13時30分

社会保険・
厚生年金・
雇用保険の
適用　あり

土日・祝日
勤務出来る
方歓迎

1名

訓練科名 募集対象者 定員 募集期間 訓練期間

オフィスビジネス科
身体障がい者

10名  令和元年8月1日～
令和元年8月28日

     令和元年10月1日～　
令和2年3月8日　

（6ヶ月）　求職者

＊詳細について、面接を希望される方は多良間村役場観光振興課までお問い合わせください。
　多良間村役場観光振興課　TEL 0980-79-2260

※授業料無料（但しテキスト代、検定代、教材などは自己負担）
※詳しくは本校へお問い合わせください　お問い合わせ先　具志川職業能力開発校　TEL 098-973-6680

１　  募集内容：  令和2年4月に高等教育、専修学校高等課程などに
進学を予定している中学3年生を対象とする奨学生
の募集

２　  応募資格：  ①沖縄県内に住所を有する者の子弟、②中学3年生
で令和2年4月に高等学校、専修学校高等課程など
に進学を予定している生徒　

 ※①及び②の条件を満たす者

３　  申込方法：  出願書を中学校から受け取り、学校が定める提出
期日（概ね9月下旬頃）までに中学校へ提出

４　問い合わせ：在学している学校の奨学金担当者
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令
和
元
年
度

在
日
米
軍
従
業
員
の

事
前
募
集
の
内
容
に
つ
い
て

令和元年7月1日
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多良間駐在所からのお知らせ
　自動車運転免許の高齢者講習（満年齢が７０歳以上の方）は１０月。
特定任意講習（満年齢が７０歳未満の方）は１１月を予定しております。
　自分の免許が更新対象なのか気になる方はぜひお気軽に駐在所へい
らっしゃってください！講習をまだ受けていない方は、宮古島か本島
へ行かなければ更新手続きが出来ませんので、確実な講習をお願いし
ます。

　７月から８月末までマクガン（＝ヤシガニ）の乱獲防止
のため、マクガンの採取が禁止となっております。夜間
の一周道路においては、ロードキル（車両にはねられる
事）が多発していますので、来島する観光客に対する協
力依頼をお願いします。

　仲筋集落の住宅にて、自宅入り口の施錠部分のネジが
外されるという事案がありました。現金・貴重品等に被
害がありませんが、これらの保管管理と自宅等の確実な
施錠をお願いします。

　飼い犬による咬傷事案がありました。犬といえども、
飼い主に責任があります。リードをつけるなど対策を
しっかり行うようお願いします。

　塩川集落の道路上におい
て、猫の頭部のみが置かれ
ているということがありま
した。住民に被害はなく、
単発的に終わっています
が、自主的に防犯及び犯人

（不審者）につながる情報お
待ちしており
ます。

応募資格
　沖縄県在住の満１８歳以上の方

応募方法
　インターネットまたは窓口のいずれか1回の応募で有効
 ・ インターネット：エルモのホームページ（「ＬＭＯ」で検索または
　  http://www.lmo.go.jp）を開き、【求人情報】の【沖縄県における事前

募集】をご覧ください。
 ・ 窓口応募：指定の応募用紙に必要事項を記入の上、お申し込みください。

応募受付期間
 ・ インターネット：年中24時間受付
 ・ 窓　　　　口　：午前9時～午後5時30分受付

窓口応募受付場所及びお問い合わせ先
　独立行政法人　駐留軍等労働者労務管理機構（エルモ）
　沖縄支部　管理課
　沖縄県中頭郡嘉手納町字屋良1058番地1
　TEL 098-921-5532

1

3

2

4
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村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）

令和元年7月1日

（10）

　

む
し
む
し
、
じ
め
じ
め
、
夏
本
番

を
前
に
も
う
体
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
。
こ
ん
な
時
、
弱
る
胃
腸
を
な
だ

め
て
く
れ
る
の
が
、
お
か
ゆ
で
あ
る
。

お
か
ゆ
の
効
能
と
効
果
は
昔
か
ら
知

ら
れ
、
先
人
達
は
、
そ
の
効
能
と
効

果
を
健
康
の
た
め
に
活
用
し
て
き

た
。
お
か
ゆ
は
消
化
に
も
良
く
、
風

邪
、
胃
腸
病
、
二
日
酔
い
な
ど
に
も
、

と
て
も
効
果
的
な
効
能
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
。

　
「
お
か
ゆ
に
十
徳
あ
り
」と
仏
教
の

経
典
は
教
え
る
。「
肌
の
色
艶
を
良

く
す
る
」「
気
力
が
ま
す
」「
寿
命
を
延

ば
す
」「
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ
体
が
楽
に

な
る
」「
血
流
が
良
く
な
り
頭
が
さ
え

る
」「
言
葉
も
な
め
ら
か
に
な
る
」「
胸

焼
け
を
し
な
い
」「
風
邪
を
ひ
か
な

い
」「
の
ど
の
渇
き
を
潤
す
」「
便
通
が

良
く
な
る
」
な
ど
数
々
の
利
点
を
挙

げ
る
。
修
業
僧
は
朝
食
に
お
か
ゆ
を

食
す
と
い
う
が
、
お
か
ゆ
の
あ
り
が

た
ら
す
。
夏
は
夏
バ
テ
に
よ
く
、
冬

は
体
が
冷
え
や
す
い
の
で
胃
や
腸

を
温
め
て
く
れ
る
。
お
か
ゆ
を
食
べ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
朝
が
一
番
。
水
分

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
朝
お
か
ゆ

で
、
お
な
か
の
底
か
ら
温
ま
り
、
次

第
に
冷
え
が
解
消
さ
れ
て
い
く
。
ま

た
、
免
疫
力
も
同
時
に
ア
ッ
プ
し
て

く
れ
る
の
で
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
に
も
朝
お
か
ゆ
は
最
適
。

唾
液
分
泌
を
促
す
た
め
、
梅
干
し
な

ど
酸
味
の
あ
る
も
の
と
一
緒
に
摂

る
、
漬
け
物
や
昆
布
な
ど
歯
ご
た
え

の
あ
る
も
の
と
一
緒
に
食
べ
る
な
ど

の
工
夫
も
大
事
。

　

暴
飲
暴
食
で
胃
腸
が
お
疲
れ
の

方
、
早
く
も
夏
バ
テ
の
方
、
頭
や
舌

の
回
転
が
鈍
っ
て
い
る
方
に「
お
か

ゆ
十
徳
」
を
勧
め
た
い
。
顔
色
を
良

く
し
、
風
邪
も
ひ
き
に
く
く
な
る
効

果
や
、
お
腹
の
調
子
が
整
い
長
生
き

に
も
つ
な
が
る
。
お
か
ゆ
は
薬
に
頼

ら
ず
と
も
、
健
康
体
を
作
っ
て
く
れ

る
最
強
の
食
べ
物
と
言
え
そ
う
だ
。

　
「
医
食
同
源
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
医
療
と
食
事
は
体
を
良
く
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
同
じ
も
の
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
だ
。
普
段
、
何
気
な

く
た
べ
て
い
る
食
べ
物
に
は
そ
れ
ぞ

れ
体
に
い
い
成
分
が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
健
康

食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
出
回
っ
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
補
助
食
品
に

頼
ら
ず
、
毎
日
食
べ
る
食
事
に
気
を

つ
け
、
体
の
内
側
か
ら
健
康
に
し
て

い
き
た
い
も
の
だ
。

た
い
パ
ワ
ー
を
熟
知
し
て
い
る
た
め

か
も
知
れ
な
い
。

　

毎
年
の
よ
う
に
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
る
。
罹
患
し
た
際
は
、

食
欲
も
お
ち
る
。
そ
ん
な
時
で
も
お
か

ゆ
は
食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
病
人
食
に

も
最
適
だ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

お
か
ゆ
は
と
か
く
病
人
食
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。
お
腹
を
満
た
し
、
喉
を

潤
し
な
が
ら
、
頭
と
体
の
調
子
を
整

え
、
血
流
を
良
く
し
、
便
通
を
整
え

る
な
ど
、
お
か
ゆ
の「
実
力
」に
は
目

を
開
く
。
お
か
ゆ
は
病
人
食
と
し
て

も
最
適
だ
が
、
日
常
の
食
事
に
こ
そ

取
り
入
れ
る
べ
き
健
康
食
で
あ
る
。

　

お
か
ゆ
は
水
分
が
沢
山
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。
実
は
こ
の
水
分
が
腸
を
き

れ
い
に
し
て
く
れ
る
デ
ト
ッ
ク
ス
効

果（
体
内
か
ら
毒
素
や
老
廃
物
を
取

り
除
く
）
が
あ
る
。
お
か
ゆ
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効

果
で
美
容
と
健
康
に
良
い
効
果
を
も
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多良間村抱護林「林業遺産」に認定！

多
　
良
　
間
　
村
　
慰
　
霊
　
祭

令和元年7月1日

（11）

　

多
良
間
村
に
あ
る
抱
護
林
が
こ
の
度
、
日

本
森
林
学
会
に
よ
っ
て
林
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
。

　

抱
護
林
は
琉
球
王
朝
時
代
の
政
治
家
蔡
温

の
政
策
の
一
環
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
物
で
、

最
も
良
好
な
状
態
で
存
在
す
る
と
し
て
、
県

内
初
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
先
人
が
守
っ
て
き
た
大
切

な
遺
産
で
あ
り
、
村
の
財
産
。
未
来
へ
引
き

継
い
で
行
く
大
事
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
後

世
へ
引
き
継
い
で
行
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。

　

6
月
23
日
正
午
、
多
良
間
村
慰
霊
祭
が
慰
霊
の

塔
で
行
わ
れ
た
。

　

遺
族
会
を
は
じ
め
伊
良
皆
村
長
ら
が
参
列
し
、

戦
没
者
の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に

恒
久
平
和
を
誓
っ
た
。
多
良
間
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
も
平
和
を
訴
え
た
。

　

伊
良
皆
村
長
は「
今
日
、
私
た
ち
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
は
、
戦
禍

の
な
か
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上

に
築
か
れ
て
い
る
事
実
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
我
が
国
が
歩
ん
だ
こ
の
悲
惨
な
史
実

を
し
っ
か
り
と
省
み
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
は
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
り
ま
す
。
謹

ん
で
戦
没
者
な
ら
び
に
戦
災
犠
牲
者
の
方
々
の
、

御
霊
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
い
た
す
と

と
も
に
、
未
来
永
劫
悲
し
み
の
歴
史
が
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
築

く
た
め
に
皆
様
と
共
に
力
を
注
い
で
参
る
こ
と
を

強
く
決
意
す
る
」と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

今回認定を受けた抱護林の一部
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（　　）内は前月比

編
集
後
記

月

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 608

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納

出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

−

−

−
−

−

0
0
0
0
0
4
0
4
0

4
0
4
1
2
0
1
1
0

69
85
96
70

146
196
274
201

4
0
6

0
6

29
41
49
29
65
96

120
87
3

521（−1）
1,141（ 0）
女 533

（令和元年年6月末現在） 緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール

警 察 官 派 出 所（79-2010）

急病人　多良間診療所

歯科診療所  

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　多良間村住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付
◆救急車出動
◆ヘリ搬送
火災・救急ワンクッションコール：

119
※緊急の場合以外診療時間内
　での受診を心がけよう

17件
２件
２件

救急に関すること
（６月）

6

「たらま」大好きな皆様から行政に
対して『こうしてほしい』『ああして
ほしい』『こういうことがあればい
いな』『こういうことができれば便
利だな・役立つな』など、どんな些
細なことでも良いので、あなたの
アイデアを募集します。

村政へのアイデア（提案）募集
１．募集期間：年中いつでも受け付けます。
２．募集方法：村役場総務財政課へ、ご意見箱・メール・

FAX・手紙など。
・ご意見箱　コミュニティー施設ロビーに設置
・TEL　0980-79-2011
・FAX　0980-79-2120
・Mail　soumutrm@vill.tarama.lg.jp
・住所　〒906-0602　多良間村字仲筋99-2　

多良間村役場総務財政課

＊
島
に
住
む
全
て
の
方
々
に
と
っ
て
抱
護
林
と
言
う
の
は
生

活
の
一
部
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
抱
護
林
の
な
い
多
良
間
と
い

う
の
は
あ
ま
り
想
像
で
き
な
い
と
い
う
く
ら
い
私
た
ち
島
民

の
日
常
の
中
に
あ
る
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
抱
護
林

が
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
は
や
は
り
、
植
樹
さ
れ
て
か

ら
今
ま
で
、
抱
護
林
を
守
っ
て
き
た
多
良
間
島
の
祖
先
達
の

努
力
が
あ
っ
て
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。
抱
護
林
の
維
持
の
為

に
ピ
ン
ダ
（
＝
山
羊
）
の
餌
の
草
の
刈
り
取
り
が
て
ら
雑
草

等
を
掃
除
す
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

＊
先
日
、
役
場
に
あ
る
島
民
の
方
か
ら
島
バ
ナ
ナ
の
差
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
房
に
た
く
さ
ん
の
バ
ナ
ナ
が
実
っ
て

い
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
ち
な
み
に
比
較
的
大
き
い
身

体
の
自
分
が
こ
の
バ
ナ
ナ
を
も
っ
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
こ

の
バ
ナ
ナ
は
職
員
で

分
け
て
お
い
し
く
頂

き
ま
し
た
。

　

今
日
も
た
ら
ま
は

平
和
で
す
。波な

み
ひ
ら平
伎た
く

矢や


